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22002222 年年ノノーーベベルル経経済済学学賞賞――金金融融危危機機下下のの銀銀行行のの重重要要なな役役割割  

袁 媛 （国際社会学部 准教授） 
  

 

今年のノーベル経済学賞には、米 FRB(連邦準

備制度理事会)の元議長ベン・バーナンキ氏、シ

カゴ大学教授のダグラス・ダイヤモンド氏、ワ

シントン大学教授フィリップ・ディビッグ氏の

三名が、銀行の重要性、経済危機と銀行の破綻

との関係を明らかにした功績で選ばれた。 
バーナンキ氏の研究業績で最も評価されたの

は、1930 年代の世界恐慌に関する研究である。

彼は史料や統計データなどを用いて、銀行危機

が恐慌を深刻化させたことを発見した。例えば、

A 銀行が企業 a の工場建設にお金を貸し出して

いるとする。不況時のある日、A 銀行が破綻す

るかもしれないと我々預金者が予想すると、

我々は一斉に A 銀行の預金を引き出そうとする。

すると A 銀行は預金に支払う資金を準備するた

め、企業 a の工場建設への貸出を中断させなけ

ればならなくなるかもしれない。企業 a が予定

している工場建設ができなければ、経営を改善

できない。しかも、A 銀行は企業 a だけではな

く、様々な企業に融資している。経済全体にお

金が回らなくなり、不況がさらに悪化してしま

う 。 バ ー ナ ン キ 氏 は FRB 議 長 の 時 代

（2006~2014 年）、2008 年の世界金融危機の発

生に直面した。大手金融機関に公的資金を投入

する緊急対応策を行い、危機の広がりを食い止

めたことも評価されている。 
ダグラス・ダイヤモンド氏とフィリップ・デ

ィビッグ氏の功績は主に銀行の重要性と脆弱性

について理論モデルを構築したことにある。 

 
出典 © Andrea Renault/AFP 

彼らは、銀行が我々から短期預金を受け入れ

て企業の設備投資などの長期融資を行うことは

重要な金融仲介の役割を果たす一方、流動性リ

スクも抱える点を指摘している。流動性リスク

とは、必要資金を確保できず、資金繰りが難し

くなることで発生するリスクである。例えば、

我々が引き出したい資金を A 銀行がすぐに用意

できない場合、市場では B 銀行も資金を用意で

きないかもしれないという憶測が出回り、恐怖

が恐怖を呼んでしまう。結果として健全な B 銀

行も破綻リスクにさらされ、貸出先の企業 b や、

他銀行の融資先も資金繰りに困ることになって、

経済全体に悪影響を与える。また、両氏は政府

による預金保険や中央銀行の「最後の貸し手」

機能の重要性を主張しており、彼らの研究成果

は現代の銀行規制の理論的基礎になっている。 
2008 年の金融危機や新型コロナ危機に際し

て、市場に潤沢な資金の供給によって、経済へ

の打撃を和らげることができたことは、三氏の

理論の実践でもあった。しかし、その後のイン

フレ対策は大きな課題として残されている。 
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